
志布志市女性活躍推進事業【鹿児島県志布志市】

・中小企業の多い本市において、数社をモデル事業所として選定
し、ワークショップ等を通して、実際に働き方改革やワーク・ライフ・
バランスに取組んでもらう。また、女性活躍推進セミナーとして、市
内各事業所の代表者、人事労務担当者を対象に開催し、モデル
事業所に取組内容等を発表してもらうことで、女性活躍の推進を図
る。
・本市における女性の職業生活における活躍を官民一体となって
推進するため、平成28年４月に設置した「志布志市女性活躍推進
会議」を開催し、各構成員が連携・協力して女性活躍推進に効果
的な施策を検討・協議・実施した。

事業の特徴

平成28年度に本市が実施した住民意識調査で「就業について」
の設問で、職場における女性に対する差別の有無では、「差別され
ていると思う(17.9％)」、「そのようなことはないと思う(64.7％)」、「わ
からない(12.3％)」との回答であった。「差別されていると思う」の具
体的な中身として、「賃金に格差がある(57.5％)」が最も高く、次い
で「能力を正当に評価していない(39.2％)」、「昇進、昇格に差別が
ある(35.0％)」となっており、女性の活躍推進のためには事業所へ
の積極的な働きかけが必要である。このような状況から、それぞれ
のライフステージに応じ、女性が地域社会において活躍できるよう、
職場環境の整備やワーク・ライフ・バランス、多様な働き方など、女
性が活躍できる環境づくりを進める必要がある。

地域の実情と課題

「男女がともに働きやすい職場環境づくり」を推進するためには、
企業経営者や人事労務担当者等に事業の周知やセミナー等へ参
加の呼びかけ等、広報活動が重要となる。女性活躍推進セミナー
への参加事業所が少ないため、今回の取組に協力いただいた事
業所（３社）をモデル事業所として、その取組内容を市内の事業所
に周知するとともに女性活躍推進に関する認知度向上に努める。
また、新型コロナウィルス感染症の影響で参加者、委員を参集する
セミナー、会議の開催が困難であっため、今後はオンライン会議等、
開催方法の検討を行う。

今後の課題

市内外の事業所等を対象とした女性活躍推進セミナー・ワーク
ショップを開催し、女性活躍推進に関する取組の実践を行った。
モデル事業所３社 セミナー参加者 第１回 22人 第２回 27人

事業の効果

志布志市女性活躍推進会議
（構成団体）
志布志市男女共同参画推進会議、志布志市男女共同参画懇話会、
鹿児島大学（包括連携協定）、ハローワークおおすみ

連携団体

目的・目標

①女性活躍推進セミナーの開催
女性活躍推進セミナー参加者満足度(80%)
第１回（95%）、第２回（96%）

②志布志市女性活躍推進会議の開催
女性活躍推進会議の開催回数目標を2回とする。
第１回（書面決議）、第２回（11/17）



事業の概要

①女性活躍推進セミナー・ワークショップの開催
モデル事業所として選定した企業（３社）を個別で訪問し、ワーク
ショップ等を通じて理解促進を図り、働きやすい職場づくりに向けた
取組の支援を行った。なお、ワークショップについては、アドバイザー
にオンラインにより参加していただき、助言していただいた。
モデル事業所
・有限会社そおリサイクルセンター
・九州ハーネス株式会社
・株式会社島津
ワークショップの期間（令和２年９月から令和３年２月まで）

女性活躍推進やモデル事業所の取組内容の周知を図るため、
市内事業所等を対象に女性活躍推進セミナーを２回、開催した。
◎第１回女性活躍推進セミナー（12月9日）
志布志市役所Ⅽ会議室
モデル事業所による取組の中間報告、ワークショップ
コーディネーター ㈱タマリバ 岩切 礼 氏
オブザーバー 静岡大学 特任准教授 高丸理香 氏

◎第２回女性活躍推進セミナー（3月23日）
志布志市文化会館２階会議室
モデル事業所による結果報告、パネルディスカッション
㈱タマリバ 岩切 礼 氏、静岡大学 高丸理香 氏
ゲストパネリスト
鹿児島国際大学経済学部経営学科 准教授 中西 孝平 氏
オフィスｅｎ株式会社 代表取締役 和田 茂子 氏

②志布志市女性活躍推進会議（女性活躍推進法に基づく協議会）の開催
本市における女性の職業生活における活躍を官民一体となって推進するため、平成28年４月に設置した「志布志市女性活躍推進会
議」を開催し、各構成員が連携・協力して女性活躍推進に効果的な施策を検討・協議・実施した。
なお、第１回に関しては、新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、書面決議とした。

・第１回（書面決議）・・・「昨年度事業報告」、「事業計画」
・第２回（11/17）・・・「事業経過報告」「女性活躍推進セミナー」


